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和歌⼭県 和歌⼭⼤学教育学部附属⼩学校

〜 学 び を ⾃ ⼰ 調 整 す る ⼒ を 育 む 〜
和歌⼭⼤学教育学部附属⼩では、ｅライブラリを知識の定着と児童が⾃分の学習を俯瞰して振り返る習慣づ

けに活⽤しています。先進的な授業とオンライン研究発表会で全国に活⽤例を発信する取組みをご紹介します。

問題を正しく読み取る⼯夫でドリルに取り組む

ｅライブラリは、⽂章題や図を正しく読み取る習慣をつける場⾯や、イラストに
触れる機会を増やす場⾯で学習させています。ドリル学習では学習メモとノートの
「併⽤」、⼀コマの授業ではｅライブラリと協働学習⽀援ソフトの「併⽤」という
ように、教材やソフトの良さを⽣かした場⾯を選んで授業を計画しています。
最近では、児童がそれぞれの良さに気づき、⾃分で最適な学び⽅を選んで学習し

ています。「先⽣、この課題はｅライブラリで学習する︕」「これは教科書で︕」
と児童が課題に応じて最適な学び⽅を選べるようＩＣＴを活⽤していきたいです。

インタビュー ⼦どもが柔軟に学び⽅を選べるように

豊富なイラストに触れて、図形の感覚を豊かにする

１年︓ものとひとのかず算数
図に書いて考えるめあて

問題を正しく読みとることができるよう、普段か
ら児童は問題⽂を声に出しながら読んだり、図を指
でなぞったりしてドリル学習しています。
問題演習が始まると、ｅライブラリの学習に慣れ

ている児童は「僕は学習メモに書こう︕」と問題を
正しく読み取るための学び⽅を⾃分で考えてドリル
に取り組み始めました。

1，2学年 複式学級担当
中⻄ ⼤ 先⽣

児童は、ドリルで様々な種類の図形を⾒ながら問
題を解いていきます。図形の特徴や名称を隣同⼠で
⾃然と確認しあっていました。その後、先⽣が準備
した作図の問題に取り組みます。
図形と直⾓のイラストを⾒ながら繰り返し学習し

たことで、図形の特徴をとらえて作図することがで
きました。

▲ ｅライブラリで図形の特徴を確かめた後、
協働学習⽀援ソフトを使って、作図の演習

２年︓三⾓形と四⾓形算数
三⾓形や四⾓形の特徴を確かめるめあて

▲ 指でなぞりながら、
ドリル学習に取り組む
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児童がおすすめしてくれたドリル・解説教材

ｅライブラリで学習すると、児童が「ここはできるようになったけど、ここはまだ
わからない」と省察することができます。教員が「⾃分で答えを確認することが⼤事
だよ」と声をかけても、紙のドリルでは取り組むことが難しかった児童も、即時採点
のドリルとわかりやすい解説教材で⾃分の学習状況を俯瞰しやすくなりました。
また、教員も担当学級がどの程度できていたのかを把握して、⾃分の授業を振り返

りながら指導することができています。ｅライブラリの豊富な教材をさらに研究しな
がら、児童の「省察性」と「探究⼒」を育む授業を実践していきたいです。

インタビュー ⾃分の学習を俯瞰して振り返る「省察性」を⾼めるために

クイズと解説教材で、「もっと詳しく知りたい︕」を引き出す

冒頭、中岡先⽣は「ユニセフってなんだっ
け︖」とクイズを出します。児童は「わかってい
るつもりが、実は覚えていなかった」ということ
に気づき、すぐに解説教材で振り返ります。
クイズと解説教材で既習事項を整理することで、

「もっと詳しく知りたい︕」と調べ学習に対する
意欲が⾼まっていました。

６学年担当
中岡 正年 先⽣

オンライン研究発表会でノウハウを共有する
全国の先⽣がＩＣＴを活⽤した授業を実践できる

よう、毎年、研究発表会を開催しています。ｅライ
ブラリを活⽤し始めたばかりの先⽣も、研究を進め
てきた先⽣も、児童の多様な学び⽅を⽀援できるよ
う議論を交わしました。
「使ってみて『だめだ、あきらめよう』ではなく、

教師からチャレンジしたい︕」や「先⽣同⼠の情報
共有が⼤事︕」という先⽣からの声が上がりました。

６年︓ユニセフの働き社会

▲クイズ形式で
⼀問⼀答の確認問題

▲わかりやすく
まとめられた解説教材

「はこの形」のかいせつをよんだあと、
じっさいにはこをつくったので、
わかりやすかったです。

▲⼩１ こくご ていねいないいかた

▲⼩１ さんすう かさくらべ ▲⼩２ さんすう ひょうとグラフ

▲⼩２ さんすう はこの形

ドリルがたのしくて、
きほんからちょうせん
までがんばりました︕

▲教室からオンライン研究発表会を配信


